








要約:副腎過形成症スクリーニングにおける患児,要再検査児,正常児を対象として,直接法

-ELISA,抽出法-ELISA,HPLC-ELISAの 3法によりその17-OHP値の比較を行い,スクリーニン

グでの有用性について検討した。 

17-OHP 値はいずれの対象群でも,HPLC,抽出法,直接法の順でより高値を示した。しかし,い

ずれの方法を用いても患者群と要再検査児群の 17-OHP 値の分布を完全に識別することは

できなかった。従ってスクリーニングでは最も簡便な直接法でも適切なカットオフ値を設

定することにより効率的に行うことが可能と考えられた。 


